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１１月１６日発生
吉井川水系金剛川小型給油車の交通事故による

油の流出について（第２報）
＜１７日１７時００分現在＞

１１月１６日（日）２１時０５分頃 県道 穂浪吉永停車場線（備前市吉永町吉永中）
で発生した小型給油車の横転事故による油（灯油）の流出について３時００分時点で報道
発表を行いましたが、その後以下のとおり詳細が分かりましたので発表します。

１．事故発生日時
１１月１６日（日）２１時０５分頃

２．事故発生箇所及び状況
第１報では、県道における小型給油車の横転事故と発表しましたが、その後の情報

で県道 穂浪吉永停車場線（備前市吉永町吉永中）寺橋付近で、灯油 リットルを312
積載（給油車運転者からの聴き取りによる積載量）した小型給油車が河川法面を転落
したことによる油流出事故であることが判明しました。

３．水質事故の状況
第１報では、約 リットルが金剛川に流出した可能性があると発表しましたが、250

夜明け後の巡視により、金剛川水面では少量の油膜が確認されたのみであり、金剛川
への灯油流出量は、当初予想されたほど多量ではないものと推察されますが、正確な
流出量は不明です。

４．対策状況
・拡大防止策（ 日午前 時 まで）17 2 00

岡山県 備前市 東備消防組合により 発生現場付近へのオイルフェンスの展開 ２、 、 、 （
箇所 、吸着マットによる油の吸着作業。）

、 、国土交通省 岡山河川事務所により 設置済みフェンス箇所での吸着マットの投入
大田原堰上流への万国式型吸着マットの設置 （設置済み箇所：金剛川と八塔寺川。
合流点付近、大田原堰下流付近、吉井川本川の合流点の各１箇所）

・巡視・回収状況（ 日午前 時 分～）17 8 30
岡山県、備前市、東備消防組合、国土交通省岡山河川事務所が、 日朝に金剛川17
の巡視を行った結果、事故発生箇所付近に少量の油膜が見られるが、下流において
は油膜は確認出来なかった。
岡山県、備前市、東備消防組合が、事故発生箇所付近の油膜をオイルマットにより
回収済。
高水敷に堆積していた枯草等に灯油が吸収されているため、東備消防組合の指導に
より、事故原因者が枯草を回収済。
地面に灯油が付着しているため、東備消防組合の指導により、事故原因者が付着し
た灯油におが屑を散布することにより回収済。

・今後の対策
オイルフェンスを暫く存置し、付着油の新たな流出に対する監視を継続。

５．現地対策機関
岡山県
備前市
東備消防組合
国土交通省 岡山河川事務所

６．被害の状況
・取水への影響

取水への影響の報告はありません。
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